
（県の平均を 100 として表したもの）

（県の平均を 100 として表したもの）
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薩
摩
川
内
市
介
護
保
険
の

　
　
　
　
　
現
状
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

な
っ
て
も
、
尊
厳
を
も
っ
て
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
、

特
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
・
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
介
護
保

険
施
設
な
ど
も
充
実
す
る
一
方
で
、

介
護
保
険
給
付
費
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
本
市
の
介
護
保
険
事
業
は
、

制
度
開
始
当
初
は
順
調
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度

か
ら
厳
し
い
運
営
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
運
営
状
況
を
改

善
す
る
た
め
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画（
平
成
24
年
度
〜
平
成

26
年
度
）を
策
定
し
、
平
成
24
年

度
か
ら
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
保

険
料
な
ど
限
ら
れ
た
財
源
で
健
全

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【問合先】＝ 介護保険については…本庁高齢・介護福祉課介護給付グループ　（23）5111（内線2621）　　　　
介護予防事業については…市民健康課健康指導東部グループ（川内保健センター内）　（22）8811

一次予防事業（一般の方） 二次予防事業（運動機能などに低下がみられる方）

「にこにこ教室」
　運動を中心に栄養や口腔（こうくう）ケアの実践のため
の教室です。各地域の保健センターや市内のスポーツク
ラブで開催します。

「元気づくり教室」
　一人一人のプランを作成し、運動を中心に栄養や口腔
の機能向上を実践する教室を開催します。各地域の保健
センターや市内のスポーツクラブで開催します。「わっはっは教室」

　地域の介護予防事業リーダーが自治会などで運動・栄
養・口腔・認知症予防の教室を開催します。

「ふれあいいきいきサロン」
　自治会などの単位で、月に１回程度の交流の場をつく
り、レクリエーションをはじめ運動・栄養・口腔・認知
症についても学びます。 「訪問型の事業」

　元気づくり教室に参加できない人の所に、保健師、看
護師が訪問し、支援を行います。「介護予防ボランティア事業」

　介護保険の施設や地域のふれあいサロン・行事などで
行ったボランティア活動にポイントを付与し、5,000円を
上限とした交付金に換えられます。

「楽らく元気づくり教室」
　若いときの趣味を生かして、仲間づくりをしながら脳の活性化を図る認知症予防、生きがいづくりをします。高
齢者クラブやNPOなどが開催します。（例：陶芸、麻雀、絵手紙、手品　他）

＊一次予防事業では、その他講演会や健康教育・健康相談を地域で行っています。

介護状態にならないよう予防事業に取り組んで、年を重ねても元気に過ごしましょう。
　65歳以上の介護認定を受けていない方を対象に｢基本チェックリスト調査｣を行います。調査の結果、一般の方を対
象とした｢一次予防事業｣。運動機能などに低下がみられる方を対象にした｢二次予防事業｣を実施しています。

本
市
の
学
力
の
状
況
に
つ
い
て

〜
適
切
な
学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
確
立
お
よ
び
継
続
を
〜

　

子
ど
も
の
学
力
は
、
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。
今
回
は
、
各
種
学
力

調
査
の
結
果
や
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。

 

学
力
の
現
状

　

本
市
で
は
、
毎
年「『
基
礎
・
基
本
』

定
着
度
調
査
」、｢

標
準
学
力
検
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
さ
れ

た｢

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」を

今
年
は
抽
出
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

◆「『
基
礎
・
基
本
』定
着
度
調
査
」か
ら

　

本
調
査
は
、
全
て
の
小
学
５
年
生

と
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
に
毎
年

１
月
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

図
１
・
図
２
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
小
学
校
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
教

科
で
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
で
も
得
点
率
の
向
上

が
見
ら
れ
、
特
に
社
会
や
数
学
、
英

語
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

◆｢

標
準
学
力
検
査
」か
ら

　

本
調
査
は
、
前
学
年
の
学
力
を
調

査
す
る
目
的
で
、
小
学
１
年
生
を
除

く
全
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
毎
年

４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
得

点
を
見
ま
す
と
、
小
学
校
に
お
い
て

は
、
国
語
・
理
科
・
算
数
に
お
い
て

約
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
社
会
は
全

国
と
同
等
で
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
理
科

が
全
国
と
同
等
の
得
点
で
あ
り
、
他

の
教
科
は
、
わ
ず
か
に
0.1
ポ
イ
ン
ト

届
か
な
い
結
果
で
し
た
。

◆｢

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査｣

か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　（
抽
出
校
の
み
）

　

今
回
の
調
査
は
、
抽
出
さ
れ
た
学

校
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
を

対
象
に
、
国
語
・
算
数（
数
学
）・
理

科
の
３
教
科
に
お
い
て
、
今
年
４
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

結
果
は
大
ま
か
な
実
態
を
表
す
も
の

に
な
り
ま
す
が
、
本
市
の
小
・
中
学

校
の
正
答
率
は
、
県
を
0.2
〜
1.7
ポ
イ

ン
ト
、
全
国
を
0.1
〜
0.4
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
結
果
で
し
た
。

　

以
上
、
各
種
調
査
の
結
果
か
ら
、

本
市
の
学
力
の
状
況
は
、
県
や
全
国

と
ほ
ぼ
同
等
か
、
教
科
に
よ
っ
て
は

そ
れ
以
上
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

 

学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
　

　

学
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
は
、
ま

ず
授
業
の
充
実
が
必
要
で
す
。
各
学

校
で
は
、
各
種
調
査
の
結
果
を
生
か

し
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底

を
図
っ
た
り
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る

学
習
指
導
の
改
善
に
努
め
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
内
容
の
定
着
を
図
る

た
め
に
は
家
庭
学
習
の
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。｢『
基
礎
・

基
本
』定
着
度
調
査｣

の
結
果
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
家
庭
学
習
の
時
間
が

多
い
学
校
ほ
ど
通
過
率
が
高
く
な
る
、

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
確

保
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
本
市

で
は
各
学
年
の
実
態
に
応
じ
て「
10

分
×
学
年
＋
30
分
以
上
」と
い
う
目

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
家
庭
学
習

は
、｢

毎
日
す
る
も
の｣

、｢

自
分
で

考
え
て
す
る
も
の｣

を
決
め
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
本
市
が
掲
げ
て
い
る
目
標
時

間
を
各
家
庭
で
確
保
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
本
年
度
１
学
期
の
家

庭
学
習
時
間
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、

中
学
１
年
生
は
、
ほ
ぼ
目
標
時
間
に

到
達
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

他
の
学
年
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し

で
目
標
に
届
き
そ
う
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
小
学
６
年
生
で
は
、
あ
と
15

分
、
中
学
３
年
生
で
は
、
あ
と
５
分

足
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
は
、
子
ど

も
が
作
成
し
た｢

生
活
リ
ズ
ム
表
」な

ど
を
も
と
に
、
家
庭
学
習
時
間
の
確

保
に
努
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
自
分
か
ら
進

ん
で
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
に
は
、

子
ど
も
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
言
葉

掛
け
が
大
切
で
す
。
学
校
で
の
様
子

や
将
来
の
夢
の
こ
と
な
ど
を
話
題
に

し
た
り
、
学
習
の
成
果
を
褒
め
た
り

し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
言
葉
で
も
、
魔
法
の
呪
文
の
よ

う
に
繰
り
返
す
と
、
子
ど
も
の
や
る

気
が
増
し
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
学
校
教
育
課
指
導

グ
ル
ー
プ　

（
23
）５
１
１
１（
内

線
５
３
２
１
）

「『基礎・基本』定着度調査」

「『基礎・基本』定着度調査」

学年 10分×学年＋ 30分以上

小 2 10分×2年＋30分＝50分以上

小 6 10分×6年＋30分＝90分以上

中 1 10分×7年＋30分＝100分以上

中 3 10分×9年＋30分＝120分以上

内容 小学生 中学生

毎日する
もの

漢字・計算・日記・音
読　など

漢字・計算・英単語・
生活の記録　など

自分で考
えてする
もの

今日の学習内容を振り返り、ノートに
まとめ直す

詩・俳句短歌・短文作り、新聞切り抜き、
問題作り、社会や理科の調べ学習、体育・
音楽のポイントまとめ、作品制作 など

学年の実態に応じた家庭学習時間の目標

家庭学習の内容（例）

◆  「
10
分
×
学
年
＋
30
分
」以
上
の
家
庭
学
習

◆  「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

◆  「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
・
お
手
伝
い
」

（図 1）

（図 2）


